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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、電離放射線およびアルキル化剤への曝露によって形成されたDNA一本鎖切断の効率的な修復に関与しています。このタンパク質はDNAリガーゼIII、ポリメラーゼβ、およびポリ（ADP-リボース）ポリメラーゼと相互作用し、塩基除去修復経路に関与します。生殖細胞における減数分裂および組換えにおけるDNA処理において役割を果たす可能性があります。この遺伝子のまれなマイクロサテライト多型は、様々な放射線感受性の患者の癌と関連しています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：電離放射線およびアルキル化剤による治療後に生じた欠陥のあるDNA鎖切断修復および姉妹染色分体交換を修正します。,多型：多型性Gln-399アレルのキャリアは、タバコおよび加齢に伴うDNA損傷のリスクが高い可能性があります。,PTM：Ser-371のリン酸化は二量体の解離を引き起こします。 CK2によるリン酸化はAPTXおよびAPLFとの相互作用を促進する。,PTM：SUMO化。,類似性：2つのBRCTドメインを含む。,細胞内局在：DNA損傷部位に蓄積する。,サブユニット：ホモ二量体。ポリヌクレオチドキナーゼ（PNK）、DNAポリメラーゼβ（POLB）、DNAリガーゼIII（LIG3）と相互作用する。APTXおよびAPLFと相互作用する。,
	研究分野
	塩基除去修復;
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	XRCC1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	XRCC1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	XRCC1ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

